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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　Accordi血g　to　the　rock　facies　and　stratigraphy，the　Tertiary　formations　of　the　area

are　correlated　to　the　sofcalled“Oil　Tertiary”。

　　　　　The　stratigraphical　subdivision　of　the　upper　parts　of　the　Yatsuya　group，Okitama

group　and　Shirakawa　group　are　shown三n　descendinlg　order　as　follows：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tamaniwa　formation　O～100m
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　　　　　　　　　　Shiζakawag「oup　　　　Takaminef。r田ati。n150～250m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Koshirakawaformati6n20～300m

Okitama　group

Usutoge　formation30～330m

Yugoyaformation400～650m

Numazawa　formation500～700m

Miyazawabashi　formation300～700m
　　　　　　？一

Oguni　formation　O～400m

Meganebashi　formation10～500m
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Yatsuya　group
Kitaoguni　formation　O～1，200m
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hak・n・guchigr・up，andgr3nites2・000m＋

　　　　　Inthe飼dthewavyf・1dingstructヒreisrevealingwit坤generaltrend・fNNW一

’NNE　direction．

　　　　　ThemainanticlinesaretheNumaza叩anticline・Masean㌻icli草e・Ochiaianticline・

．Matsubara・Kitazawa（10me，Tamaniwa　anticline，and　Hirohata　anticline、

　　　　　Springs　of　saline　water　and　emitting　gas　are　found　almost　along　the　anticline　zone．

　　　　　Reliable　oil　seepage　Was　not　found．

　　　　　Natural　gas　accumulations　dissolved－in－water　type　occur　in　tlhe　Quatemary　san（1

温nd　grave　beds　under　the、Yonezawa　plain．　Gas・bearing　beds　can　be　classified　into　three

．groups　as　shown　in　the　following　table．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　depth（m）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Upper　C1　　　　40～80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Middle　C2　　　120～140

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lower　C3　　　　190

：＊　燃料部
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Chemical　compositions　of　gas　obtaiなed　from　Yonezawa　basin　are　as　follows：

　　　　　　　　　　　　　　（volume％）
CH4

CO2

CnHm
M2
02・

　　　　　　　　要　旨
　今回の調査では，米沢盆地（置腸盆地）沖積平原のガ

ス徴地と，西部山地の地質を予察した。

　ガス徴地は，30箇所あまりみられ，主として沖積平原『

の第四紀層から逸散しているものであるが，ガズ徴地の

分布と周辺山地の地質状況からみれば，下位に潜在する
’
と
考 えられる第三紀層の構造にも関係があるように思わ

れる。

　地層は，下部より八谷層群』・置腸層群・白川層群に分

けられ，いわゆる油田第三系の岩相を呈している。

　’構造は，北北東一南南西の走向をもつて波状擢曲を示

しているが，概して西部山地ではや鼠急な傾倒背斜がみ．

られ，、盆地西縁部ではや鼠緩い対称背斜がみられる。
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　置腸盆地付近は，いわゆる内陸油田地帯に包含される

地域で，昔から天然ガス徴候2）が知られている。この付’

近の天然ガスには，置腸盆地内にみられるいわゆる汽水

型ガス鉱床に属するものと，盆地西方山地の第三紀層分

布地域内のいわゆる油田ガスに属するものとがある。

　今回筆者は，上述した2っの型のガス徴候地ならびに

石油徴候地の状況を地質学的立場に立って明らかにする

とともに，新規のガス徴候地ならびに石油徴候地の発見

を目的として，昭和33二年6月米沢市・高畠町・川西町・

’
飯 豊町・赤湯町・宮内町・津川村・小口町らの広範囲に

’わたる地域内の調査に従事した。その結果，次のことが

明らかになつたので報告する。

　この調査にあたり，多大の援助と好意を受けた米沢市

役所および現地町村役場の方々に厚く謝意を表する。
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2，層序概論

不動沢層

本地域を構成する地質系統は，古生層花闘岩類・第三

紀層・第四紀層および新期火山岩類餅らなり，徳永・棚

井6），半沢・皆川・清水・安達3）らによれば第1表のよ

うに分けられている。

3．層序各論

半沢・皆川・清水・安達らの記載を参考にして各層の

箱ノロ層およ

び花闘岩類

文献2）3）6）による

概要を述べれば次のようである。

3．1箱ノロ層群（森田日子次1930）

岩輩：主としてホルンフェルス・硬砂岩・茸岩がらな

る。

分布：小国町西部および北部。目夫平一八谷間の小樽

川左岸各小沢の中・上流付近

上下関係：下位不明。花闘岩および花南閃緑岩の貫入

をうけ，中新世不動沢層に不整合に被覆される。

層厚：最も厚い所で2，000m以上。・

　古生物：まだ発見されていない。

時代：化石未発見のため詳細不明であるが，岩相，P層

位関係などから古生代と考えられる。

3，2　不動沢層（岩井淳一1949）’

1
3
2
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掌

丁

　十

　ナ
Ψ
藩　藻憾「
へ淋　　　。。α。1＋＋

難，鎗
望離鞭

層　名 摸式柱状図 記号 岩　質 旱

第
四
　
紀

1・。・。・。・P

玉庭層
！、ノ、ハノ、ハノ、

O
o

o
．

o

。。to
凝灰質泥岩

赤掲解百臥啄

O
v
1
0
0

田1・1

裳

豊
川
累
層

中原層，，． Nα
録岩

1於泥岩
250f

手ノ子層
l　　　　l
I　　　　　I

I　　　　　I

三三モ

≡三三

≡……

Te
於泥質砂石
群
、
灰
岩

ηo

v
o

高峯層
I　　 　LI
I　　I　　I

I　　I　　I

一

下α
亜炭
於泥岩
君』㌧一・躁岩

50

～
250

い
中
　
　
　
　
　
新
．
　
　
　
世

小白川層』 Ko 砂岩
20
～
3
0
0

宇津峠層 、ハハノv、ハ’
￥ノ、／、ノ、ハ八

〆奪セ Ut 凝灰岩 30～
30

大
　
鹿
　
累
湯小屋層

昏　　I　　l
l　　I　　［

　　レ1　　！

　　1
Yu 凝灰質泥岩
砂岩

4必
～
δ
ヒ
2
0

．層 沼沢属
v、ハ八ハ八

　1
　【
　1

・伽u
黒色硬質頁岩

緑色凝灰岩

500

～
ス
0 0

白
　
川
　
累
　
層

明沢橋層 I
I
F

My
黒色硬質頁岩

砂岩・凝灰岩

300
～
Z
O
O

小国層。 1 09
黒色頁岩

砂岩襟岩

0
～
4
0
0

眼鏡橋層
o
。
。
・
。卜鴛

8・Qち1。・。

p
兄
鷺 Me 襟岩

／0

～
5
グ
0

洗
尾
累
層

北小国層
　II　　　　　I
I　　I　　l

I　　f　　l

I　　I　　I

Kl
黒色硬質頁岩

砂岩・凝灰岩

o
～
箔”

不軌雁葦’i
O　o　o．O　O　o

Hu
0
～
5
0 0

P黒色硬質頁岩

牒岩・凝灰岩

古
生
代

箱ノロ層群

花南岩類

〃，＋二＋

　十　　＋
十　　十　　十

ヤノ

十
十
十
　
十
十 G
H
α

詑南岩岩脈

珪質岩類

2磁

粘

お

Og

　　　／＼

　　　　　　治

　　　　山形萄

曇姜灘轟欝．副，1

譲欝響蒙

　　　　　u鰭l

　　　　　　　　　Ko瓜ノ
　　　　　　　　　ノた
　　　　　響i．、4灘

　　　　　Lしv．’P一饗纏

　　　．、灘翻雛
　　＋　十　十　　〇。09
　　＋＋＋←G＋＋梶　　・碧・v『
　　＋＋＋÷　　　　　『v冒
　　　　　十十

＼

　　　　　朗〉マ、’o

　殻亟『
　　　　　　λ　　　馨

灘繋潴．

ー
て
『

寒．ノ　　ー亙

、，鍵2

1

u

3　一

’三三三」ま三

＼　－一塁麗こ

肛

、、、

白鑑『

　　川西

・一Tq

醸　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　o十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢゆ灘安山岩事武岩天…　一舶撫～籠

火山石　　　　　志第三紀層栃の枷　　　　、ド．　團石英粗酷横三腿のもの窪第四紀層か棚のものか，

　　　…羅縫罐実のガス徴地　　マ鷺
　　　　　　　　◆忍産実の石シ由徴候｝也

　　　　　　　　1賜頼ガス徴地
　　　　　　　　1高野沢　〃
　　　　　　　　皿芝倉

　5　一一

　　　　　　

i霧灘欝

灘　　・　欝器

難灘腿
　　皿　　　　　　　　　　　　†　÷＋

　　　　　　　十十÷＋十　十
　　図ン　　　　　　＋⑦＋ヤ
　　　　　十　　　　　　　　十
　　　　キ　ヰ　や　　ナ　ナ
　　　　ナ　ナ　ウ
麟．．　　　’千＋＋＋

瓢7

①沼沢背斜
⑦問瀬〃
③落含〃
④松原一北沢ドーム
⑤玉庭背斜
⑥広幡〃
⑦米沢ノーズ

w落合
V中郡駅前　〃
▽f舘山

冊小ノ川温泉　〃

皿手ノ子西方嬉ガ沢”
v皿同原

X朴ノ沢・く

第1図　米沢市西部山地地質図

図版1沼沢層の黒色硬質頁岩の露頭（米沢市一大峠間の道路にて）
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　岩質：花商岩・花闘閃緑岩・ホルンフエ

ルス珪岩・硬砂岩および黒色硬質頁岩など1

の円礫ないし亜角礫を多量に含む含礫泥岩

を主体とし，それらの礫岩お志び淡緑黄色

の凝灰質砂岩薄層を挾む。

　現在のところ天然ガスにはほとんど関係

がない。

　分布：調査し』た範囲では，小樽川支流白

布平沢から大猿倉沢までの間にだけ分布す

る。

　上下関係：下位の箱ノロ層群とは不整合。・

　層厚：0～600m。

　古生物：まだ化石を発見していない。

　時代：化石カミないのではっきりいえない

が，岩井淳一は台島階に対比している。

　3。3　北小国層（森田目子次1930）

33一（33）



地質調査所月報（第12巻第1号）

　岩質：主として石英粗面岩・流紋岩およびそれらの角　　および砂岩が少なくなり，黒色硬質頁岩層の発達が著し

礫からなわ，黒色硬質頁岩・砂岩・凝灰岩などを挾む。　　くなる。また所によっ．ては安山岩流を挾んでくる所もあ

現在のところ天然ガスには関係がない註1）と思われる。　　る。天然ガスの母層としての性質は，堆積当初はあった

・　分布：小樽川上流部では前記不動沢層を取り巻いて分　　と考えられるが，現在では岩石化作用・造構造運動による

布し，さらに小国町の北東部では箱ノロ付近から北西方　　加圧および火成岩による固化作用等で，ガス保持層とし

向に分布する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ての性萱けほとんど考えられない。た父本質的にもつて

　上下関係：下位の不動沢層とはおそらく整合である　　いた母層としての性質から，続成過程において発生した

が，箱ノロ層群とは不整合である。　　　　　　　　　　であろうガスの現在の保存箇所は考えなければならな

　層厚：0～1，200m　　　　’　　　　　　　　　　　　　い。そしてその保存箇所は本層中には考えられず，もつ

　古生物：採集されていない。　　　　　　　　　　　　と上位の地層中であろう。

　対比：下位の不動沢層とともに層序のうえから山形盆　　　分布：大部分が陸成層とみられる本層の分布は局部的

地内の大井沢層7》に対比可能。　　　　　　　　　　　　　で，小国町西方地帯・沼沢北方明沢中流部・白川・広河

　3．4　眼鏡橋層（森田目子次1930）　　　　　　　　　　　・小樽川・烏川上流部などに発達するが，・南東部ではほ

　岩質：場所によって，その礫種や層厚が異なるがほと　　とんど発達していない。・

んど礫岩にまつて構成され，上位の小国層の基底礫岩と　　　上下関係：下位の眼鏡橋層とは漸移。

　も考えられる。直径1mにも達する花闘岩あるいは花商　　層厚：0～400m・

閃緑岩の円礫からなる場合，，箱ノロ層群の変質岩礫から　　古生物：いわゆる小国植物化石群のほか，最上位に

　なる場合，あるいは両者の混合礫からなる場合など，礫　　Fish　bone，。4％σ4礎σ，Os舵σなどの海棲動物群が出る

種は最も近い基盤岩類の岩種に左右される傾向がある。　　が，この部分は西黒沢層に対比可能の上位明沢橋層に入

・天然ガスとは関係はない。　　　　　　　　　　　　　　れるべきものであるかも知れない。

　分布：下位層の分布が非常に局限されているのに対し　　　対比：本層中に包蔵さ起る植物化石群から男鹿半島の

　て本層の分布はほとんど全地域にわたつている・一般に　　育島階に対比されている。

　調査範囲の北西縁すなわち朝日花南岩体の南縁部におい　　　3．6　明沢橋層（森田日子次　1939〉

　てはよく発達するが調査範囲の南縁部，すなわち会津盆　　　岩質：模式地の明沢橋下流付近では，下位から安山岩

　地との地形的な境界付近ではその発達が比較的不良であ　　・緑色凝灰岩・淡緑色砂岩・黒色硬質頁岩の順序で累積

　る。’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するが，地域によって岩相は変化する。一般にヤ・えるこ

　上下関係：下位掴層と嘩合と考えるべきであろ『とは，下位の掴層と瞭山岩流ま規凝灰岩層で境さ

　う。というのは，F不動沢・北小国両層を堆積させた水域　　れ，黒色硬質頁岩を主とするが，所によつては砂質にな

　（おそらく淡水）が，本層の堆積時期にはいつてから急　　っている場合もある。・ガスに対する性質は下位の小国層

　激に広まり，それまでの侵食区にも拡大され・・調査地域　　とほとんど同じように考えられる。すなわち母層として

　内の本層は不動沢層・北小国層の両層を欠いて・直搾箱　　の性質はもつていたにせよ，現在本層中にガス鉱床を期

　ノロ層群およぴこれを貫く花歯岩類を被覆した・したが　　待することは困難であろう。

　づて箱ノロ層群およびこれを貫く花闘岩類とは不整合で　　　分布；本層は当地域においては，本格的の海進が始ま

　あるが，直接の下位層としての北小国層とは整合関係に　．った長初の堆積層であり‘，，その分布も全地域的である。

　なる可能性が強い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　た父小国町の西方および南方においては，断層によつて

　層厚：10～500m。一　　　　　　　　　　　　　　　　　本層を欠き上位の沼沢層が，小国層に直接する所がある。

　　古生物：まだ発見されていない。　　　　　　　　　　　上下関係：下位小国層とは整合的であるが，下位に小

　　対比：上位の小国層の奉底部と考えられるので・小国一　国層塗欠いて本層が直接箱ノロ層群およびそれを貫く花

　層の時代としての台島期に対比できる。　　　　　　　　　闘岩類のニヒに重なる場合（地域北西部の野川付近，北部の

　　3．5　小国層（森田目子次1936）　　　　　　　　　　荒砥付近，南部関，網木付近）や，本層が眼鏡橋層に重な

　　岩質：最下部は礫岩・礫質砂岩・砂岩であるが・次第　　る場合（地域西部箱ノロー今市間，北西部の野川上流

　に黒色硬質頁岩優勢となり，凝灰岩なども挾有されてぐ　　部）さらに北小国層や不動沢層に直接に重なる場合（小

　る。一般に下位の眼鏡橋層がよく発達する区域では・礫　　樽川上流左岸地帯）などは，それぞれの地層は不整合関

．岩の部分が多いが，眼鏡橋層P発達不良区域では5礫岩　　係になる。すなわちオー搏一ラップの形をとつ｛いる・i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聡　　註1）　本層ξ同一層準と思われる山形室地の大井沢層　　1屑厚：300～700m。．
　　　よりガス徴候があつたといわれている。（山形県庁”
　　　鉱業課〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古生物：本層から次の化石が報告されている。
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　M娩砂σ吻σsp．

　Q痂切％oloo襯加Sθ〃z∫n躍σ，C夕olσ〃z吻郷ブσ釦吻・

　‘σ々σ」6％sJs，　（二　sp．，’Bα！h』ysづρho銘　sp．，

　S・16〃解云・々観σ釧βlsp．，

　P70ρθσ卿錫ss伽吻ケ伽s吻ゑφo痂oσ，

　Chσ〃zo【？　sp．，　五zκ診％onzσσoz拡〃づ％6σ渉σ，

　Pθ7づカJo勿zσsp・ラ　Ch1σ郷ys　c£　アzJ3αずσJo％sぎ3，、

　Pσ枷oρ80吻葱〃z％7σづF％妬αsp。，

　，Po班4伽魏cf．夕o為o夕α〃z碗，P．sp．，

　5ゆhoπ04翻σ1伽〃zPsp。，

　Eoh才〃σ7σoh％歪％s　sp．，．乙∫％オhJσcf。』yoshJzoσ7α2　・

　Reptile　tooth，Sσsαカs6z44000”zz6σ

　対比：上述の化石から，本層は男鹿半島の西黒沢層に

対比され，徳永・棚井らの洗尾累層に相当し，新庄盆地

の全山，山形盆地の大井沢層，会津盆地の和田層に相当

すると考えられる。含砂率11～65％

　3．7　沼沢層（森田目子次1930）

　岩質：下底に安山岩流あるいは緑色凝灰岩・黄緑色凝

灰岩・凝灰質砂岩があって下位層と境され，主として黒

色硬質頁岩からなるが，中部にも黄緑色の凝灰質砂岩層

あるいは凝灰岩層が2～3枚介在する。これらの凝灰岩

および凝灰質砂岩は，固結度が下位層よりも比較的低く，

ガスの保持岩としての役割を充分に果し得るものと思わ

れう。またガス母層としてめ黒色硬質頁岩は，下位明沢橋

層同様，本質的には母層としての資格を充分にもってい

たと思われるが，現在では固結度が高く，節理亀裂も相当

発達しているので，帽岩としての性質は不充分と考えら

れる点がある。したがって本層下底および中部に，折角

条件のよいガス保持岩があっても，その上の帽岩に不充

分な点があるので，現在のガス鉱床は，本層下底あるい

憶中部の保持岩から逸散して，さらに上部の保持岩に移

動しているのではあるまいか。またたとえガス鉱床があ

ったとしても，それは積成盆地の縁辺部よりも摺曲度の

小さい豊川層の來亜炭層分布地域であろう。

　分布：下位の明沢橋層の内側に帯状をなしてほとんど

全地域にわたって分布する。た黛小国町付近では，盆地

の中央部に小範囲に分布するだけで，東方は伊佐領付近

で一旦分布が中断され，沼沢ず市野野を結ぶ線以東でふ

1た瓦び発達を始める。　　　　　　　　　　　　　　，

　上下関係：下位の沼沢層とは整合である。一，

　層厚：500～700m。

　古生物：次の化石が採集鑑定されている。

　　1～oわ％」％s　sp。，〈砂40sσ7言σゑyn〆α，

　　Go彦3θ〃σ30hθ％o彦2，・Bz61∫停zカ¢σ卿汐o∫4θs，

　　飽μ・ρhzσ9郷・∫4θ5sp，，Cツ吻〃z卿惚ノ砂o％加たα・

　　伽S’S，Q翻卿θ100％」伽Sθ〃Zづ％％1σ，Q解Jg伽s・

　　P鋼go∂6sカ07媚∂，丑4砂70ssσ，1吻々加吻σsp．，

　　SolO解yσ！0海観σ8i厩，加0初0窺σ0！励砿、

　　．P彦〃％伽σsp．，αo耀競σ？sp．，

　　P70／》θσ〃zz6ss∫勿”z！7σ7zsnJρ卿，z∫04，L2停z4！％1αsp．，

　対比：本層は主として硬質頁岩の厚層からなること，

上位に主として黒色頁岩からなる湯小屋層がきて，下位

は西黒沢相当層準であることから，男鹿半島り女川層・

新庄盆地の草薙層・山形盆地の水沢層に対比できる。徳1

永・棚井らの洗尾累層上半部・間瀬頁岩凝灰岩互層に相

当する。含砂率　25～43％（癒父し凝灰岩を含む）

　3，8　湯小屋層（徳永・棚井11954）

　岩質：下底部は厚さ10～200mの緑色凝灰岩・灰白色

凝灰岩g基性安山岩流などであるが，中部はや鼠硬い板

状に割れる黒色頁岩層からなっており，上部は稜角をも

った小片に割れる比較的軟かな黒色頁岩層かちなる。こ、

れら黒色頁岩の間に，しばしば厚さ1～10mのベントナ

イト質の淡緑色凝灰岩と凝灰質砂岩層が発達している。

，上部になるぽど凝灰岩・凝灰質砂岩層の数が多くなつて・

新潟県内における寺泊層や秋田県内油田地帯にみられる

船川層のような外観を呈している。本層は，下位層の沼

沢層と岩質的には漸移して両層の区別は困難である。

　本層は，いわゆる油田地帯でいう黒色頁岩層に該当す

るものであって，ガス母層としては充分なものであるこ

とには異論がない。また本層中に挾有する凝灰岩ならび

に凝灰質砂岩層は，一般的にルーズな所が多く孔隙率も

かなり大きいものと考えられるが，これら貯溜層と考え

られる凝灰岩ならびに凝灰質砂岩層はガス母層と比較し

て薄すぎるきらいはある。’

　分布：積成盆地中心部の來炭層群（亜炭）豊川累層分’

布地帯の周囲に帯状に分布するが，地域のほ女中央部白

川流域では，強い榴曲と断層のために，や玉複雑な分布

をしている。また地域の北西部，小白川上流部では本層

の発達が欠け，上位の宇津峠層が1直接下位の沼沢層を

被覆している。小国町付近では本層の発達をみない。

　上下関係：上述のように下底の緑色凝灰岩下隈を下位

層との境界とした。下位層とは整合である。

　層厚：40～650m。

　古生物：本層から次の化石が発見されている。

　　君痂卿0伽0％S珈00吻S，彫0痂4θS％励0襯！％S，

　　Ro伽」％sl卿64％S，R　oプ扉0％1σプJs，

　　R　メ》sεz64070ご％」α云％s，R　sp．ラハ4iαγ9乞π％」勿zα　8》αδ7αン

　　Lσ8召％σ　sp．，、　Go診sθ〃σs6hθ％o為づ，　Cyolσ勿¢勿zづ％σノdr繭

　　力o短cα，

　　くニ　ノα2うoκづoσ，々σづo多zs2s，　SJgηzo万zo7ρh乃zσ・％o渉oθ7zsJs，

PSO％4081」σ％伽1初σ解4♂0％1σ，伽初卿θJoO％1魏σSθ・

吻肱」σ，一
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　　Q∂％lg勿s，Pツ7・9・∂卿θ灘・，漁々加脚菖Pマ

　SoJ伽yσcf．渉o々観σ鋤，．4・加cf．初s∫9酪，

　加o魏o郷αα6禰伽6厩α，L加σ！％1αs％δ側7Jo％観σ，

　　砿σoo〃zαsり．，

　Pz・卿〃z勿ss渤ゆ朧hσ〃鶴Cσ〃碑cf・s吻ηsづs，

　P翻α1勉窺sp．，

　Ostracoda，fish　scale，fish　bone，fragments　of

　Echinoderma，Naticoid　operculum。sea　weeds。

　対比：岩質，層序上の位置および上記の化石から，本

層はほ黛男鹿半島の船川層に対比できると考えられる

が，下部の一部はあるいは一部女川層層準にあたるかも

知れない。新庄盆地では古口層，山形盆地西方山地では

間沢層にほ父対比できるであろう。

　含砂率　14～20％（た父し凝灰質砂岩を含む）

　3．9　宇津峠層（森田日子次1930）

　岩質：主として凝灰質砂岩と凝灰質砂質泥岩50％内外

の互層であるが，所によつては表面黄褐色の凝灰岩や偽

層粗粒砂岩などになっている所もある。これらのものは『

比較的粗粒であつて，孔隙率は大きい。本層は豊富な貝

化石を含むのが特徴的である・ガス母層となるような細

粒岩はほとんど含んでいない占

　分布：本層の分布は宇津峠から中ノ沢および下屋地を

結ぶ線以東にだけ分布し，その西側には発達しない。豊

川層群に属する來炭亜炭層を取り巻いて，その外側に半

円状に分布する炉，白川流域では，摺曲および断層で，

下位の湯小屋層と同様にや云複雑な分布を示している。

　上下関係；ほとんど全地域で下位層と整合関係にあ為

が，地域の北西部小白川上流部では，本層の下位に湯小

屋層を欠いて，直接沼沢層に接しているようである。こ

れは湯小屋層が凝灰質砂岩に岩相変化するもののようで

ある。

　層厚：30～330m。

　古生物：本層からは豊富に化石がでる。

　∠4nσ伽7σsp．，B％o醜襯1θ％oosずo郷α，

　α初ooσ繭％吻％伽〃ゴ，Csp．，F％1初σ勧zoo4砺，

　E　sp。，．乙％o初o形σンαoz4〃勿2θσピσ，Z」　sp．，

　孤σoo脚枷o盟97磁，M．sp．，M．cf．娩夕oθ襯s，

　1吻σo観θ加7裾s，Pσ枷o餌擁cf．肋幼σ7σθ競s，

　・P。sp．，S67擁21》θsツo々o』yα吻σ診，S．sp．，

　C・ηoh・6・1θsp・乳

　y7014歪σsp．，　Tα7σs　sp．，　T％7プ〃θ〃σ　cf。　sσづsh％卯z、

　sJs，

　fish　scale，Cetacean　bone

　また森田日子次は本層から次の化石を採集している。

　2肋σ惚7α師伽θσ如，C佛4勉形4θoo7σ珈解，

　L％o初σσρ％躍初θσ如，赫σ00解σ！0勿0θπSづS，

　　ハ4。餌αθ’6ガσ，砿σ6ケσs％Joα！σ7宛，

　　物αo朋θ∫力7吻s，1匠．α76％α■づσ，Pθo渉6ηsωが痂，一

　　Thyσs∫7σわお召o渉σ，　yoJ4歪σ　！h7σ02σθプb7〃z2s，

　　ハ盈〃oσノα写渉hos！o〃zσ

　また徳永・棚井らは本層から次の化石を報告している伊

　　B％・碗襯」・％o・s伽σ，〈励oの傭h・s」・〃zσ，

　　P・・魏伽卿∫，y・」伽sp．，伽伽痂蜘shレ

　　70θ％sθ，L％醜o郷σαo％磁翅伽，、1晦oo耀sp．，

　　M』ソσ％7z6sh歪々％うoσ％σ，So7万力εs　yoたo夕σ郷σJ

　　Th』yσs17α配soo渉014θs

　対比：本層は上記の化石から大塚弥之助の耶麻動物化

石群に対比され，会津盆地の一竿層男鹿半島の北浦層，

新庄盆地の三盛層》山形盆地の本郷層に対比され，徳永

・棚井らの大鹿累層下部に相当する。

　3．10小白川層

　岩質：全般的に青白色のルーズな中粒砂岩であるが，

風化面では青灰色から黄褐色に変わっている。一般に凝

灰質で，1下底には細礫岩ないし礫質砂岩があり，その直

上部付近は砂岩と凝灰質泥岩との互層になっている。ま

た所によつては薄い亜炭層を挾んでいる。岩質的には新

庄盆地の鮭川層下部，山形盆地西半部の稲沢山層下部に．

酷似する。

　ガスの保持岩としては，よい条件をもっているが，凝．

灰質の部分もあるので孔隙率はそう大きくない。また上．

部の帽岩が後述するようにレンズ状の泥岩であるので，

ガスの集積場所は本層よりももっと上位層に移っている

のではあるまいか。

　分布：堆積盆地の中央部の來炭層（亜炭）を取り巻い

てその外側に帯状に分布する。た父小樽川以東では，次二

第に薄くなると同時に，その露出はきわめて不明瞭とな

り，また白川流域では，下位の宇津峠層同様，橘曲と断

層のためにや玉複雑な分布をとるのと，下屋地付近にお

いては，局部的な向斜構造によ’って，2っの半ドーム構

造を示す分布がみられる。

　上下関係：下位宇津峠層との関係は，整合である。宇：

津峠層の厚さには変化が多く非常に薄い所もあるのぞ，

一見宇津峠層を欠いて見える場合もあるが，よく観察す

ると，やはり宇津峠層は薄くとも完全に発達している。、

　層厚：20～300m。

　古生物：化石はきわめて少ない。

　対比二徳永・棚井らの大鹿累層上部に相当する。両氏：

はそれぞれを中新世後期としている。半沢・皆川らは岩

質的えいつて新庄盆地の鮭川層およびその同層準の諸

層，山形盆地の稲沢山層とまったく同一であって，その

上下の層序もまったく一致することから大鹿累層の下部

を宇津峠層・上部を小白川層として分離し・本小自川層
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　を男鹿半島の脇本層に対比している。’

・　3・11高峰層（高峯來炭層徳永・棚井1954）

　　岩質：比較的固結度の低いペブルからな為礫岩，軟弱

　な砂岩，およびミルト質泥岩の互層で，稼行に耐える亜

　炭を数層挾み，2Cm以上のものの全部を数えると10層以

　上に達する。ミルト質泥岩は暗灰色で，厚さも一っのま

　とまった部分では最大50m内外以下，ガス母層として

　は量的にそう多いとはいえない。た父それらのものが礫

　岩・砂岩と互層し全体としては100m以上あるので，母

　層および帽岩としての役目は果しているものと考えられ

　．る。た父大きくみるとレソズ状であるので，帽岩として

　の役目には限度があろう。

　　礫岩・砂岩は固結度が低いので，孔隙率は大きく保持

　岩としての性質は充分である。本層中のガスは，上記本

　層中に発達するシルト岩を母岩とするガスのほか，下位

　層（小国層咳明沢橋層・沼沢層・海小屋層）から移動上昇

　してきたガスも含まれているであろう。条件のよい場所

　を選べば，有望なガス鉱床が発見される可能性がある。

　　分布：下位小白川層に並行して北方に開いて半円状に

　分布するが，白川流域では摺曲および断層のため重複分

　布および断片的な分布を示している。

　　上下関係：本層と下位小白川層との境は，固結度の低

　いペブリーな礫岩と，これが横で変わる凝灰質緑色砂岩

　層下限においた。その場合，下位の小白川層は一部にお

　いてそめ存在さえも疑わしくなる・もしそれ湖存在しな

　いとすれば，下位層との関係は局部的な不整ということ

　になるが，全般を通じてみて岩相変化によるものと考え

　るのがよいと考える。

　　層厚1比較的に厚さに変化なく150～250m。

　　古生物：本層中から徳永・棚井らは次の化石を報告し

　ている。

　　P7ツ・ρ翻ssp・，Tσκ・伽形卿蜘・

　　Gly．飾S加枷SO％70加6％S，SO9％0彪Sθ吻0吻俄S，．

　　Mθ孟σs69π02σノσ勿多z26σ，F！ozooσ7：yσ　7hoがoJづσ，

　　POρ％1％ssp。，！伽％ε枷0云0吻，

　　Cσ7が肱Sノ砂0勉o，（二〇〇7吻如，Bθ！％」σ巫礁伽0痂一

　　ε～伽α，Fα9％s肋y伽θ，1り砂o耽α，Q％6欄SSPP．，

　　CαS如彫σ6郭6％σ如，U加％S〃0ρ初9鰯，

　　Zθ漉o綴Uκ8107」，Co7ツ伽3sp。，nov。，

　　　且7α伽yαδθ歪，Cεγo翅ρh夕〃％郷ブσ釦短o％郷，

　　丁伽sp。，C磁1勿・協α，Sσ伽〃多sθ砺θ7h卿，

　　πoκoo7肱渉σ，C6πおsp．，7伽甥襯，Sσss4spマ

　　対比：本層は下位居との関係から，新庄盆地の八向

　層，山形盆地の左沢層，会津盆地の館原層の一部に対比で

　きる。一方徳永・棚井らは本層を上記の植物化石から新

　庄，会津亜炭田の下部爽亜炭層に対比し，中新世後期～

鮮新世前期と考えている。

　含砂率：場所により5．7～80．4％の間を示す。

　3ユ2手の子層（手の子濃泥岩・砂岩・礫岩互居徳

　　永・棚井1954）

　岩質：最下部に浮石質凝灰岩があって，ほとんど全域

にわたって追跡され，下位層との分層に非常によい鍵層

となっている。岩質は主として礫岩と泥岩とからなり，

所によってはしばしばシルト質砂岩が薄く挾まり，岩質

的には下位の高峯層ときわめてよく似ている。多数の亜

炭層および炭質泥岩が発達するが，稼行に堪え得るもの

はほとんどない。本層中の泥岩は新鮮な面では青灰色を

呈するが，風化面では褐色を帯びている所もある。この泥・

岩は下位の高峯層中の泥岩よりはさらに細粒であるが，

色が青白色を呈する。厚さはまとまつた所で一単層50m

以上に達するが，レンズ状を呈するものと考えられる。

したがってこの青白色泥岩がガス母層としてどれだけの

価値があるものかは，今後の問題であろう。本層中の礫

岩は固結度が低いので，ガス保持岩として好適であり帽

岩としての泥岩の発達も比較的よ》・ので・下位層傘ら上

昇移動してきたガスがあれば，有力なガス鉱床を形成す

る可能性も考えられる。

　分布：下位高峯層に沿つて手の子・大休場を含む半円

状に分布するもめと，白川中流部の越戸沢τ大畑峠を中

、らとする小向心状構造をなして分布するものと，さらに

堆積盆地中心部の背斜部に分布するものの3っの分布が

ある。

．層厚：300～450m。

　古生物：亜炭層の上，下盤から植物化石がでるが，破

片になりやすく，鑑定に耐えるものは得難い。

　対比：本層は層序上，新庄および会津亜炭田の上部爽

亜炭層のほ父中部に相当するものと考えられる。

　含砂率：12。5～100％

　3．13中原層
　岩質：固結度の低い礫岩を主とし・最下底には・径30

cmにも達するコツブルからなる花岡岩類を多量に含む

礫岩があり，上部へゆくにしたがって径は小さくなり，砂

質となる部分や場合によつては，厚さ1～2mIDシルト岩

を挾む場合もある。本層中には岩質的にガス母層となり

得るような有機質細粒堆積物はほとんどない。保持岩と

しての礫岩は膨大であるが，帽岩の適当なものはなく下

位層から上昇移動してくるガスがあつてもガス鉱床とし

てはあまり期待できないのではなかろうか。

　分布：堆積盆地の中心部にだけ分布するが，分布面積

は比較的大きい。

　上下関係：下位層とは整合する。

　層厚：傾斜が緩いのと露出不良のため，正確な層厚を
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「算出することは函難であるが，．250m以上あると思われ

る。

　古生物：化石はほとんど産しない。

　対比、：徳永・棚井らの軽井沢砂岩礫岩層に相当し，‘新

庄盆地および会津盆地の上部來炭層の上部に対比される・

ものであろう。

　3．14玉庭層
　岩質：赤褐色風化火山灰塗主とする炉，下部は所によ

って集塊岩質となったり，また青灰色～灰白色の薄層理

を示す凝灰質泥岩を挾む場合（5～10m）もあるので，下

部の一部は湖床堆積物セあろう。本層は，その層位的闘

係および分布から第四紀層と思われる。

　分布：ほとんど高峯層より上位の豊川累層の分布地域

とに限定され，南部山地ではその下底の分布高度が平地

内の比高170m以上にも達するが，北部へ行くにしたが・

って比高が小さくなり，遂に平地に接し，沖積層下に没プ

する。

　上下関係：下位のすべての地層に不整合で・ある。

　層厚：上限不明であるが，100mに達する所がある。

　古生物：，見出し得なかった。

　対比＝下位層との関係，分布状態から第四紀に入るも

のと考えられる。一

4．地質構造

走向は，・西部地区の米坂線箱ノロ付近から手ノ子間に

ついては，北北東一南南西の走向を示すものが多い。南、

部地区の川西町一米沢市にかけては，一般走向は北東一

南西一東酉を示している。

　傾斜は，西部地区および南部地区の堆積盆地周辺で60

～80。急傾斜し乳盆地内に近寄るにしたがつて25佃40。

内外に緩斜する傾向がみられる。

　摺曲は，西部地域では米坂線箱ノロ付近の基盤から手

ノ子間のほ父東西の線でみると，大小幾っもの波状的な

稽曲がみられる。これ危のうち大きな橘曲は・米坂線沼

沢付近にみられる南北性の沼沢背斜，米坂線間瀬付近に

ある聞瀬背斜，宇津峠東方の落合背斜，飯豊町松原・北沢
　k

を含む松原一北沢ドーム，川西町から軽井沢にある玉庭、

背斜，米沢市広幡付近に想定される広幡背斜などが主要

なものである。これらの背斜の両翼部は，一般に地域西

縁部によるほど急斜し，これに比較して盆地寄りほど緩

斜の傾向がみられる。南部地区では西北西＝東南東の走

向を示す単斜である。

　断層は，全地域を通じて一般に南北性の断層が多く，

かっ落差が大きいようである。

　またこれらの断層は，かな り上位の地層にまで及んで

いるので比較的堆積作用の末期に起こつた運動に起因し『

ているのではないかと考える。　　　　　　　　　　。

5．　ガスおよび石油鉱床と地質の関係

　母岩：本地域の第三系の堆積量は，半沢・皆川・清水

・安達らの資料によると，総厚2，000～6，000mと算定

されており，．このうちガスおよび石油の母層と考えられ

ている有機質泥質岩の層厚は，2，000～5，000mと算出さ

れる。このことほ，他の要素（物理的・化学的）を考え

ずに母層の厚さだけで考えれば，ガスおよび石油の母層

とじてはかなり厚いということができる。（第三紀層分

布地のガス徴地については6．1で述べる。）

　貯溜層：第3章で述べたように，本地域のガスおよび

石油母層の堆積当時には，かなり顕著な火山活動がおづ

たらしく，多くの火砕層を挾有している。すなわち凝灰

岩層・凝灰質砂岩層は，ガス・石油母層と考えられる眼

鏡橋層以上の各弛層にかなりの層厚をもって介在してお

り，とくに下位層より上位層になるに従ってその量は多

くなつている。これら各層のうち宇津峠層はかなり粒度

のあらい凝灰岩と泥岩の互層を形成している。こ紅らの』

ことから本地域のガス・石油の貯溜層としては，母岩中

に介在する凝灰岩および宇津峠層以上の凝灰岩および砂

岩が考えられる。．

　集ガスおよび集油構造：地質構造の項で説明したよう

に，本地域内にはかなり顕著な脊斜構造がみられるが，

一般に西縁部でほ橘曲度註2）が高＜，したがって集ガスお

よび集油の集積面積が少ない。これに比較して手ノ子付

近から米沢市にかけての盆地周辺部の構造は榴曲度が低

く，したがって天然ガス集積面積が大である。これらの

ことゆら，本地域の集ガスおよび集油構造とじては，盆

地周辺部と盆地内に潜在すると思われる榴曲度の低い購

・造が間題になる。

6．天然ガス・石油徴候地

　6．1　丘陵山地地域　　　　　　　・　　　〆

　丘陵山地地域の天然ガスおよび石油の徴候地で，現在

までに明らかになっているものとしては，半沢・皆川ら

によって5カ所が確認されており，今回の調査の結果新

たに5カ所が追加確認された。，これら徴候地の概況は，

次のようである。

　6．1．1　国鉄米坂線手ノ子一沼沢駅間の間瀬

　このガス徴地は，問瀬背斜西翼の肩部付近にみられ

．る。ガス露頭は，沼沢層の凝灰質硬質頁岩中の割れ目か

らのものであるが，おそらくこの下位20～50m付近に

註2）　摺曲度とは・この場合摺曲している地層のなす
　　角度をいう。摺曲度の高い背斜とけ，背斜両翼の
　　傾斜が急なことを意味している。
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ある凝灰岩層約10～20mを貯溜層とする鉱床からのも，

のと考えられる。

　ガスおよび附随水：ガス組成は，CH489．12％，CO2

3．13％，020．15％，残7．60％である。

　附随水は，ほとんど伴なわないようであるがガス徴地

のみられる他の水は，pH7．2，水温18～20QC，硫化水

素臭あり，C1一が高いようである。

　6．1．2　玉庭南西部高野沢

　このガス徴地は，高野沢南方の小沢の沢すじにみられ

る。地質的には，玉庭背斜の西翼の肩の部分に位置して

いる。ガスは，手の子層の凝灰岩中から逸散している。

　ガスおよび附随水：ガス組成は，CH54。12％，CO2

3．05％，020．05％，残42178％である。

　附随水は，ドブのため湧水量などは明らかでないが，『

そのドブの水はpH6．8，水温13。C，Cl一は低いようで

ある。硫化水素臭がある。

　6．1．3手ノ子南東方向原

　昔からいい伝えられているこの両地区の徴候地につい

ては，はなはだ不明瞭であつて確認はできなかったが，

地質的にみれば，徴候があつても不自然ではないような

位置にある。

　6．1．4小松西方朴ノ沢付近

　この付近の水田わきや道路わきの湿地内にガス徴がみ

られる。ガス徴候地付近は，ガス附随水のた顔水田の耕

作ができないとのことである。地質的には・玉庭背斜の

東翼に位置しており，ガスは玉庭層の分布範囲から移動

集積したものと考えられる。噂

　以上の5ヵ所は，半沢・，皆川らによつて確認されてい

るものである。ガス組成は，今回の調査の結果である。

　6．1．5米沢市芝倉付近註3）

　このガス徴地は，明沢橋層の黒色硬質頁岩の分布地域

内にあつて，、北東に40～60。傾斜する単斜構造上に位置

している。ガス露頭は水田わきの溝の中にみられる。

　ガスおよび附随水：ガス組成は，CH432・鱒％，CO2

0．80％，020．34％，残66，81％である。

　附随水ば，多少あると考えられるが，明らかではない。

その溝の准かの水はpH7．2，水温20．50，Cl『が高いよ

　うであつて硫化水素臭を伴なう1なお芝倉部落民註4）の

話による≧この上流約4km付近に石油臭の強い所があ

るとのことで，現場まで行ってみたが明らかにすること

ができなかった。この石油臭のあるという付近は，地質

的に明沢橋層下部あるいは小国層上部の分布地帯にあた「

　る。

　6．1．6米沢市落合

　　このガス徴地は，玉庭層分布地域内にあって広幡背料

　の頂部付近に位置している。ガス露頭は，沢すじに発達

する湿地内からのものである。

　ガス組成は，CH477．84％，CO29．84％，020．53％で

ある。

　6．1．7米沢市中部駅前

　このガス徴地は，第四紀層下に想定される湯小屋層直

上の凝灰岩層の分布が予想される地帯内にあって，米沢

ノウーズ構造の西翼部に位置するものと考えられる。

　ガス組成は，CH475．30％，CO25．42％，020．44％で

ある。

　6．1。8米沢市館山付近

　このガス徴地は，第四紀層下に想定される半沢ノウー

ズ構造の西翼に位置し湯小屋層の上部付近の分布が考え

られる。

　ガス組成は，CH：429．78％，CO27．95％，020．29％で

ある。．

　6．1。9小の川温泉（小の川ホテル湯元）

　小の川温泉は，米沢ノウーズ構造の西翼に位置し湧泉

水にガス気泡を伴なっている。一

　ガス組成は，CH488．32％，CO22．92％，020．29％で

ある。

　6．1。6～6．1．9のガス徴地については附随水の性質を・

みなかった。

　以上のようにこの付近リガス徴地は，下部に潜在が予

想される第三紀層およびその地質構造と密接な関係をも

っものと考えられる。

　6．2平野地域
　平野地域とは，置賜盆地（米沢盆地）全般を指すもの

で，米沢市・長井市・高畠町・赤湯町・宮内町・川西町

・飯豊町および和郷村の2市5町1力村にまたがり，そ

の面積は約560km2である。

　天然ガス徴候地の地理的分布：天然ガスの徴候地は盆

地内にかなり広範囲に知られているが，概して高畠町付

近一川西町付近の東西性方向の延長地帯内でみられ，そ

の規模は南北方向に約6km，東西方向に約14k：mを示

している。ガス徴は民家の用水用またはかんがい用の掘

抜井から地下水に伴なってガズ気泡の浮上自噴している

ものが多い。

　天然ガスの垂直的分布：この付近の天然ガスの垂直的

分布をみれば，深度40～80mのG1層と，120～140m

のG2層と，180m以下のG3層の3層があるが，比較

的ではあるが，湧水量およびガス自噴量は下位に行くほ

　どよくなる。

　天然ガズ附随水の湧水量：水量は，最高50m3／da￥を

示し，概して水量は少ないように思われる。

註3）今回の調査で明らかになったものである。

註4）芝倉部落民のほとんどの人が知つている。
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第3図　深度とガス量および水量の関係図

　　　　　　　　　　　　　　　図版2

　逸散ガス量：逸散ガス量は，5m3／day以下で，測定坑

井19坑のうちガ琴を利用しているものは6坑井である＼

が，産ガス量は5～2m3／day程度のものであって1概し

て自噴ガス量は少ない。

　ガス水比：最高1・：L8を示し概してガス水比が高

いo

　天然ガスの性質：天然ガスの性質は，CH4を主成分と

するCH4－N2－CO2’系の可燃性天然ガスで，その化学

組成は地理的・垂直的・坑井環境などによって差異があ

るが，概略すると次のようである。

　　　　　CO2（％）　　CH4（％）　N2（％）

　　　　　G1層　0．6～3．7　80～40　15～59

米沢市落合付近湿地帯のガス徴地（直上からみたもの）

　　　　　G2層　0．6～10．182～46　7～52

　　　　　G3層　　　2．4　　　76．00　21．00

　以上のようにこの付近の天然ガスの性質は一般にや』

劣質のようである。このこと1馬第三紀層からと思われ

る丈川試掘井註5｝のガスにおいてもCH4が53％内外の

数値が出ていることからもうか父われる。

　ガス付随水の性質＝ガス附随水の性質は，地理的・垂

直的位置関係および坑井環境などで，当然異なった結果

がでる。今回行なつた調査の結果の概要は次のようであ

る。・

　pH・RpH：最高7．7，最低5．9を示しているが，概

して深層水ほどpHがアルカリ性を示し，浅層水ほど酸
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図版3米沢市小の川温泉小の川ホテル湯元のガス徴地の資料採集中

　　（熱くて手を入れられない）

図版4丈爪試錐（深度400～600m）のガス徴

図版5　平野部の掘抜井のガス徴

睡

性である。

　HCO3一：最高312mg／」，最低46mg／1

を示していて，概して深層水ほど多くなる

傾向がある。

、Free　CO2二最高28mg／1，最低2。4mg

／」を示していて，一般的に深層水ほど少

なくなる。

　C1一：最高90mg／」，最低7．O　mg／」を示

していて，全般的に深層水ほどC1一量を増

している。

　NH4＋：最高19mg／」，最低0．4mg／1を

示して，わずかではあるが深層水ほ．ど

NH4＋量が多い。

　Total　Fe：最高10。40m9／4　最低0．O

mg／」を示し，G2層が比較的TotalFe渉

少ない。

　Ca2＋：最高27mg／」，最低5mg／」を示し，

比較的G2層が高い。

　Mg2＋：最高18mg／」，最低2．5mg／1を

示し，比較的G2層が高い。

　KMnO4：最高47。9mg／1，最低2。5mg／」
　　　　　　　　　　　、
を示し比較的G2層が高い。

　平野部の天然ガス徴候地との関係：平野

部のガス徴地はかなり広範囲の分布を示し

ているが，これらの徴候地に関しては，地

質学的に次のような位置にあると考えられ

る。すなわち（1）ガス徴は主として米沢ノウ

ーズ構造の頂部付近に位置している。’（2）西

部山地に発達しでいる岩相がこの付近で粗

粒≧なり下部層はかなり収敏するようであ

る。③盆地内に発達する第四紀層は，層厚

100～200m内外とされており’，第四紀層中

には天然ガス母層と考えられるような有機

物を多量にもっ地層は余りよく発達してい

ない。

　以上のような理由からこれらのガスがど

の地層から発生しているか，また1まどんな

鉱床を形成しているかというようなこと’

は，今後の問題として考えねばならない。

　石油徴侯地：着油の徴候としては，確実

なものはないが，土地の人の話によれば，

高畠町市街地において温泉試錐の作業中に

天然ガスおよび石油徴候がみられたとのこ

　註5）　No．14は長谷川石油で第三紀層
　　　の石油探査のために掘？た井戸で深
　　　度400～600mといわれているが，厳
　　　密には不明。

41一一（41）



地質調査所月報（第12巻第1号）

第　2’表

Loc
No．

No．1
No．2
No．3
No．4
No．5
No．6
No．7
No．8
No。9
No．10

No．11
No．12
No．13

No．14

No．15

No．16
No．17
No．18
No．19
No．20

No．21
No．22
No．23
No．24
No．25

No。26
No．27
No．28
No．29

Well
Dep．
（m）

57
60
93
80
77

138
119
123
184
125

69
49
2．6

400～
　600
　120
　65
　44
　150
　120
　192
　138
　120
　130
　59
、120

　149
　130
　59
　415

Water
Vo1
（m3／d）

5．7

43
47
4．2

4．8

6．2

5．7

9．8

25．6
28。5

30．4
tr．

nf

15

10

16．4
40．5
nf
nf
60

15

12．5
26．7
6．4

6．3

45．1
13．9
6．7

nf

Gas
VoI
（m3／d）

Gas　．

water
Ratio

0．002　　：　2，850

5．7　　7．5
0．0

2．3　　1．8
1．8　　2．6

tr．　　：2．7

2．1　　2．2
4．4

0．0

2．8　　1：　10．1

0．Ol
tr．

不明

0．5～1　：　30

・2．5　　4

tr．

0．0

不明
不明
4．7　　12．7

2．4　　6．2

2～3　　5
4．2　　6．3
0．4　　16
1．5　　：4．2

0．O

tr．

0．O
tr．

pH

5。9

6．1

6．3

6．6

6。5

6．4

6．7

6．5

5．8

7．7

6．9

7．0

国

q国

7，1

6．7

6．9

7．1

6．9

6．9

7．2

6．8

HCO3一
（mg／イ）

Qミ
Φbの
田9

旧）

8（1

12a9ila。

170．3

104．9

171．2

136．6

156．2

82．9
44．0

ハ　ゆム覇
Q自

）

24．Ol

11。2

8．0

9．2

12．0

14．1

＋Q
寸＼
頃b灯
名9
）

6．0　　．75．6

牝9127α8
　1
7．1　46．3

7．3

6．gi7．1

6．717．1
6．5！6．9

24．0

32135・81

20．8

2．4

97．612．8
2．4

268．410．8
　　に
312．3 11．2
248．9118．0

124．412．0

231．828．2

3．61

12．18．00
12．12。50

19．51．92
16．93．57
16．gl8．13

　1．81
45。7

11．6

、7．9

17．51

47．6

3．28

3。14

3．00

O．44
0．34

3．75

①

餌（　や
憲論
ぢヨ

←i）

9．60

9．60
0．61

4．50
0．00
0．00
0．00
0．48

0．00

0．75
0．11

10．40

　ヤ　ヘ
魁論
Qヨ
）

16．3

15．9
8．9

10．6
9．8

15．2
8．6

14．7

5．2

5．8

18．5

　ハモ　や
も論
Σ霜
）

Redu
Power
KMnO4
（mg／」）

6．3i6．710乳4112．0
6．3

6．2

6．7

6．6

27．21

8．5　：LO．9

6．8　15．0
10．5113．4

5．9 　13．8
6．1120．8
9．6　23．3
3．51　8．9

5．5　16．4

2．O

2．2・

8．1

10．O

24．，2

23．3

2．9

2．5

44。513．5。1、．。。123．4、3．7142．、

鞭：1ヨ8：擁：9・9：§ll：3

　1　　　　　　　　　　　116．93。85　0．29　7．8・　5．9　19．8
24．2119．73，0．1814．918．8i36．4

37．9

1…器灘！縮…ll騰…1独羅

Gゑs　Composition，

　（voL％）
C・・ぼ劉CH・

0．6
2．、1

3。7

1．6

0．6

1．5

0．0146．1

0．0161．5

0．080．00．0166。4

0．04615
0．065．0

・軸

2．5

‡．96

5．43

2．4

2．9

3．3

2．3

2．7
10．ノ1

0．0

0．0

0．0

0。0

0．0

0．0

0．0

0、0

67．9

53．52

177．33

　l
O．259．1
0．1136．3

0。415．9
　ラ0．231．8

0．3

0．4

0．2

0．49

0．50

76．10．4

58。43．9
　ラ78．9、0．4
63．QlO．4

65．50． 2
82．2b．4

52．6
33．1

29．4

44．03

16．74

21．1P

34．8
17．4
34．3
31。6
7．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析：永田松三。寺田美千代・永井　弘
註1）nf：noflow
2）No．1，Nq．3，No．11，No．12，No．15は送る途中で容器がこわれた。No．18，No，19は現在井戸がなく資料を取れ

　ない。No．29は赤湯の湯元であるが水位が低くガスは不明，水の資料を取らなかつた。No．14は賓料不足。冠

　・（地下水の分析は帰京後技術部へ依頼した）

とである。

　　　　　　　7．結　論

結果
今回の調査の結果，この付近の地質は，いわゆる油田

地質的な要素を充分もっていることが明らかになった。

　石油および天然ガスの母層および貯溜層・帽岩・集油・・

集ガス構造は，不完全ながらあることが明らかになつた。

　集ガス構造としては，西部山地より，盆地内あるいは

盆地周辺部がよいと思う。

　石油徴候は，不確実な情報が2カ所ある。盆地内の第

四紀層分布地域内のガス徴は，平原下に潜在する第三紀

層の背斜またはノウーズ構造上に位置していることか

ら，あるいは第三紀層からの上昇ガスではないかと考えP、

られる。

　問題
　（1）この付近の第三紀層は，一般に硬質で，硬度化作

用の過程においてガスおよび石油を他へ移動させ，ある

V礼は地表に放出されているのかも知れない。

　（2）硬度化作用の一つの要因として考えられる火成活、

動は，盆地内あるいは山地帯の下部に岩床として残って

いるかも知れない。

　（3）この付近は，一般に水温が高いとされている・こ

のことは，前述した火成活動によるものか，あるV1は，’

石狩低地帯の茨戸註6）付近のように地下の比較的浅い所

に第三紀層の構造があるかそれらのどちらともとれる

が，現在の段階ではやはり問題として残される。’

　（4）石油およびギス母層が・比較的浅い環憧7）の堆積

物とされていること。

　（5）湯小屋層以下海性堆積物と宇津峠層以上の陸性堆

積物とが比較的急激に移り変わっていることから，ある

いは両者の重畳関係は不整合8）ではないかという凝問な

どが今後に残される。　　　　（昭和33年6月調査）、

註6）　茨戸付近はダ水温が他に比較して高かった。そ

　の後石油資源K。K．のBoringで石油・ガスを噴

　出している。
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